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◇ 鹿嶋市立小中学校 不祥事根絶・服務規律確保のために ◇

鹿嶋市立小中学校すべての教職員は、子どもたちや保護者、地域の皆
様からの信頼を失うことのないよう、法令・社会の規範やルールを遵守
し、強い使命感と高い倫理観をもって職務を遂行し、「チーム鹿嶋」で、
不祥事の根絶と服務規律の確保に努めます。

『鹿嶋 ＰＲＩＤＥ』

か：かがやく笑顔あふれる 子どもたちのために
し：信頼される教職員として、一人一人が自分事ととらえ
ま：守ります コンプライアンス 人権

◎ 未然防止（不祥事根絶）に向けた取組

１ 年間を通し、以下の根絶に向け、計画的なコンプライアンス研修を行います

・飲酒・酒気帯び運転 ・個人情報の漏洩 ・学校徴収金の不正処理
・体罰や人権に配慮のない言動 ・わいせつ、盗撮、セクハラ等
・交通法令違反

※職員会議や校内研修、集会に位置付ける

※ボトムアップ型・トップダウン型を組み合わせた「自分事」研修
（講義、事例検討、グループ協議、ロールプレイング等）

２ 風通しの良い職場環境づくりに努めます 「One for all All for one」
・日常的な声かけの実施
・相談体制の充実（管理職・同僚・外部機関）
・「報告・連絡・相談・確認」の徹底
・ともに成長できる「チーム学校」意識のさらなる醸成
・メンタルヘルス研修やストレスチェックの実施

３ 早期発見・早期対応に努めます
・不祥事防止のためのチェックリストの定期的活用
・自分や自校での発生リスクを想定した具体的対応策の検討
・校内の安全点検や日常の見回り体制の充実

【平井中学校の取組】 ～ 私たちは 「しない・させない・許さない」 ～

「魔が差す」状況をつくらないキーワード
～複数対応・チェック体制（声かけ）・ゆとり～

○ 体罰や人権に配慮のない言動は決して行わず、どんな時も、一人一人を大切
にした指導を実践します。（生徒指導は複数対応が基本）

○ 公私を問わず酒席に参加し飲酒する際は、家族の送迎によるなど、車での参
加を控えます。（やむを得ず車で会場に行き、飲酒した際は、開始前に代行等を確保します）

○ 徴収金の管理は複数人で行い、適切な監査を行います。原則として現金は扱
わず、取り扱う場合は、管理職監督の下、規則に従い適切に処理します。

○ 個人情報（文書・データ等）は原則として持ち出しを禁止、必要性から個人
情報を持ち出す場合は、必ず管理職の許可を得て、管理を徹底します。

○ パソコンは手段、最終確認は「人の目」で行います。
○ 生徒や保護者の誤解を招くような不適切な行為（私的なやりとり等）は決し
て行わず、配慮を要する場合は、管理職・保護者の合意を得て対応します。

○ 授業や学校行事等における記録は、原則として学校の物を使用します。
○ 教室や体育館、更衣室、トイレ等の校内の施設は、整理整頓に努め、日常か
ら定期的に安全点検を行うなど、盗撮等の防止の徹底を図ります。

○ 交通法規を遵守し、心と時間にゆとりをもった安全運転を実践します。

鹿嶋市立平井中学校長 遠藤 芳輝


